




























際化されてなかったねぇー。もう︑街歩いてるだけで︑道路の脇を歩いているだけで︑このへんで運転しているお母さんが私を見て︑ ﹁うわぁー︑外国人やわー﹂とかいってて︑ほんで僕のことばっか見てんですよ。運転しながらですよ。そして︑前の車に軽くバッーン てぶつかったんです。そういう経験があるんですよ。なんと三十五年前に日本の田舎︑ただ町歩いて るだけで︑私︑脇見事故を起こす力を持っていたんだ。
そのあと二回目の留学は大学生のころで︑最初は大阪の関西外国












よ。エッ︑へ な音だなと思 て︑後ろをみた ︑お巡りさんが車から降り
て︑こう手招きしているのです。
皆さんご存じだと思いますが︑外国の方は三か月以上︑日本に住ん
でいる場合︑最寄りの役場に行っ ︑身元保証書みて なもの つくらなければなんない。今は運転の免許証のような薄っぺら ものなんだけど︑一昔前は︑学生手帳みたい ち ちゃい本だったんで
すよ。





















﹁あれっ︑僕の外国人登録書ですか。これです﹂とだしたら︑お巡りさんが ﹁ここで待ってください﹂といって︑車に戻って無線でえんえんと誰かと話してんだ。 ﹁ふぉにゃ︑ふぉにゅ﹂とかい 。そして︑何遍もオラの証明書についてる写真を見て︑オラの顔を見て︑写真を見て︑オラの顔を見 ︑ほんとうに本人なのかどうか確かめてんですよ。警察署にてしばらくしたら戻ってきて︑お巡りさんが ﹁一緒に署にきてくださ
い﹂ っていうんです。 ﹁な で 警察署にいがねばなんねえんですか﹂と聞いたら︑ ﹁いいから乗ってください。パトカーに﹂ 。そんで︑後ろのほうに乗って ドアを締めた。お巡りさんは車を運転しながら︑なんと︑ライト照らして︑走っ んだ。﹁エッ︑どうなってんだ。オラ今逮捕された。よくわかんねーな﹂ 。後ろのほうでだんだん心配になってんですよ。警察署について︑座り心地の悪い椅子に案内され ︑座った。そ
したら︑そのお巡りさ
消えっちまったんですよ。周りに座ってんの























うんです。そういっていてもみんな恥ずか がる。 ﹁私︑英語苦手だからお前こそやんよ﹂ ︑ ﹁オラーもだめだ らお前いってやー﹂と ったりして︑指 差し合いになって て︑大騒ぎになるわけ んですそのなかから必ず一人がでてくるんですよね。ちょっとだ 心臓に毛の生えている人が。野球チームのキャプテンな か︑生徒会長さ みたいな存在が。﹁何︑外国人先生がきたって︑あっ︑ほんとだ。挨拶わー︑えっ︑まだ挨拶してねー
んか。だめじゃーん︑おめいら。じゃ︑オラ英












んだー﹂ と思ってしまうことが多いじゃないですか。外国人が対向的に歩いてくるだけで︑道をわた 反対側を歩く もいらっしゃるくらいなもんなんですよ。なんでそうな のかというと︑やっぱり言葉が通じねーえ だ。悪い先入観︑皆さん︑いまだに持っている方が多いようですよね。その古い先入観ちゅ のが 外国人イコール︑チンプンカンプン。
でも︑今は違うんだ。平成時代は違いますよ。今日本に住んでいる
外国人の七割以上の方が︑日常生活に困らな ほど 日本語力を でに身につけてんですよ。もちろ 人によってバラツキ あります。すごい上手な人もいれば︑まあまだ片言の人も るんだども︑ る程度しゃべ
れるんです。だから︑皆さん︑その古い先入観︑捨ててくださ













がサブジェクト︑日本語に訳すと主語。 ﹁私は 大阪へ︑行きます﹂という文章だったら︑主語は︑わかりますよね。 ﹁私は﹂ この文章の主人公が主語になるわけですね。この主語は︑外国の言葉にとって︑たいへーん大切なものなんです。英語でもドイツ語でも︑ロシア語もだいたいそうだし主語は︑一つ一つ 発言の
なかに必ずいれねばならないもんだとされているんです
。それがは
いってないと︑だいたいペケになるっていうルールになってるんです。それがだいた 世界共通的 ところ 。
けども︑日本語という言葉は︑この主語を︑使わねぇ。できるだ
け主語を落として皆さんしゃべるんですよね。長ーい会話しているとき︑冒頭ではそれを うんかもしんねーけど︑そのあ そ を落としてずうっとしゃべり続けるわけです。だから︑途中からそれを聞きにはいった人は︑誰の話を んだかわからないんですよ それが特徴なんです。この主語がなけ ば︑外国人にはじれったいんだ 誰の話をして かと 毎回いわないと︑なあー 情報が物足りないような気がする。栗山さんの家での出来事
僕が初めてこれにぶつかったのは︑奈良のときだった。住んでいた
のが栗山さんというご 庭でした。栗山さんとこに男の子が二人 たんです。僕の弟になるわけ けど 上の弟 ミキちゃ が︑ある日︑玄関で︑ある発言をしました。玄関ですからご存じのよう
に︑









聞いてしまいました 誰が﹂ って。 るとミキちゃ ︑ ﹁ハァー﹂ と
42
かいうわけなんです。 ﹁誰が﹂と聞かれたら︑日本人のほうがとまどうわけ。 ﹁誰が﹂と聞かれて︑ ﹁あのなぁー︑ダニエル。誰がっていったら︑行ってきますとゆうた人が行くに決まっているだろうが﹂と。おおー︑なるほどなと思ったんだ。
次に聞いたのが︑ ﹁どこへ﹂ 。それもいってい
ないんだか ね 聞いたら︑またミキちゃんが︑ ﹁はぁーっ。あのなあー 学生服を着てるやろ。学生服着てて︑行ってきまーすといったら︑学校に行ってくるに決ま るやろうが﹂と。 ﹁ほおー︑な ほど 服装をみ 決めるもんなんだぁー﹂ と。
去ったあと︑玄関の脇でちょっと考えこん




ら︑また意地悪に︑ ﹁誰がぁー﹂ って聞いて︑お母さんが ﹁わたしや︑わたし﹂と。そのあとお母さんの服装を見 困ってしまいました



























欲しかったですかあー﹂ とか聞いたら︑ ﹁やぁー︑喉から手がでるほど欲しくなりました﹂ と われて︑ ﹁ええっーっ﹂ と。オラ意味がわからなくて︑昼飯に何をくったん ろう と。こういう表現は︑ほんとにね。比喩を使うときのお願い
皆さん勘違いしねーでくだしゃい。外国人の友だちと話をして る
とき︑こういうのを使うなっと︑オラ絶対にいわないんです。反対です。バンバン︑バンバン使って ださい。使 ても︑これは日本語のミソなんですよ。こりにこってやっとできてきた日本語の宝石みてーえなもの 外国人もこ いう 毎日一つか二つくら 覚えるのが趣味だといっている人がいるわけなん すよ だからバンバンバンバン使ってください。
ただし︑一つだけお願いがあるんです。使ったあとにですよ︑必
ず︑説明も入れてください。説明がねぇーと︑ ﹁ええ ー どうなってんだあー︑この会話﹂ って
思われますので︑是非ともこういうとこ
ろも︑気いつけてくんしゃい。
ほかにも山ほどあるわけなんですが︑今度またね︑別の講演︑あち
こちでやっ いますので︑どうぞよろしくお願いします。長い時間ご清聴︑どうもありがとうございま た。
